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勢
州
泊
村
安
兵
衛
殿
ハ
、
我
祖
母
良
音
尼
の
甥
也
、
身
上
不
如
意
に
依
て
、
の
た
め
癸
丑
二
月
（
享
保
十
八
年
）に
下
向
、
神
田
橋
の
出
店
に
寄
食
、
同
十
（
享
保
）
六
辛
亥
年
二
月
、
神
田
橋
御
門
の
外
へ
店
を
出
、
清
兵
衛
・
善
兵
衛
・
新
兵
衛
を
置
、
是
右
御
用
の
願
ハ
不
叶
、
且ハ
見
世
不
商
に
て
人
多
に
よ
つ
て
也
、
剰
此
店
年
々
損
金
多
、
同
十
（
享
保
）
七
壬
子
年
四
月
、
お
吟
小
網
町
楠
渡
権
兵
衛
へ
婚
礼
、
持
参
金
五
拾
両
及
一
月
金
弐
分
宛
可
遣
の
約
也
、
此
権
兵
衛
外
持
檢ケン
に
し
て
内
放
縦
ホ
ウ
ジ
ウ
也
、
朞キ
年
は
か
り
に
し
て
家
を
破ハ
壊エ
、ス
此レ
に
由
て
離リ
別
せ
し
め
、
松
平
越
中
守
様
へ
奉
公
、
同
十
（
享
保
）
八
癸
丑
年
四
月
、
我
大
坂
ヘ
登
、
七
月
迄
滞
留
、ス
買
高
纔
二
ワ
ツ
カ
百
箱
に
不
レ
充ミタ
、
近
年
見
世
の
商
次
第
に
衰
、
ヲ
ト
ロ
へ
屋
鋪
方
の
御
用
ハ
寡
、
ス
ク
ナ
シ
因
茲
少
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
の
金
に
窘
迫
ヒ
ツ
ハ
ク
而
、
動
ハ
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
隣
の
ト
ナ
リ
油
屋
・
向
の
与
兵
衛
等
に
て
借
集
、
急
を
凌
、
況
や
仕
入
金
、
其
期
至
と
も
、
こ
翌
乙
卯
三
月
（
享
保
二
十
年
）
、
伊
右
衛
門
下
向
れ
を
可キ
登
術
な
く
、
石
峯
和
尚
へ
愁
訴
シ
ウ
ソ
、
和
尚
殿
村
佐
五
平
殿
御
頼
下
さ
れ
、
四
・
五
十
両
宛
の
金
借
用
、
其
童
僕
の
た
め
に
稽
首
膝
行
ケ
イ
シ
ユ
シ
ツ
コ
ウ
し
て
父
母
の
遺
體
イ
タ
イ
を
辱
、
ハ
ツ
カ
シ
ム
同
甲
寅
（
享
保
）
十
九
年
、
長
治
郎
既
に
十
五
歳
、
元
服
而
伊
右
衛
門
と
改
、
僅
に
ハ
ツ
カ
金
五
拾
両
副ソヘ
、
勢
州
へ
登
す
、
抑
伊
右
衛
門
ハ
少
子
に
し
て
父
母
の
愛
愍
ア
イ
ミ
ン
尤
厚シ
、
五
歳
の
時
痘
瘡
ト
ウ
ソ
ウ
、
七
歳
に
て
痢
疾
リ
シ
ツ
を
病
に
、
父
嘗カツ
て
衣
を
解トキ
給
ハ
す
、
八
歳
に
し
て
荒
木
官
治
の
門
に
入ル
、
師
奇
童
と
称
、
是
を
王
勃
ヲ
ヽ
ホ
ツ
に
准
へ
ナ
ソ
ラ
エ
和
勃
ハ
ホ
ツ
と
字ク
、
十
二
歳
の
秋
、
兄
ミ
コ
ノ
カ
ミ
と
参
宮
の
留
主
に
、
母
敢アエ
て
寝
食
を
安
玉
ハ
す
、
矧
や
イ
ワ
ン
今
度
の
長
別ヘツ
に
お
い
て
を
や
、
雖
然
ト
信
義
を
重シ
、
曲
愛
の
過
な
き
母
の
行
、
誠ニ
子
を
損
慈
ス
ル
悲ノ
訓
た
る
へ
し
、
澤
登
　
寛
聡
・
筑
後
　
　
則
・
安
田
　
寛
子
福
重
　
旨
乃
・
高
木
　
知
己
・
草
皆
　
波
奈
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
―
―
〈
に
ん
べ
ん
〉
伊
勢
屋
伊
兵
衛
幸
通
の
『
追
遠
訓
』
に
つ
い
て(
下)
―
―
〈
史
料
紹
介
〉
一
三
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四
同
十
月
、
（
享
保
二
十
年
）
勢
州
百
姓
ト
干
鰯
代
の
公
事
、
元
文
元
年
丙
辰
七
月
廿
一
日
釈
妙
因
善
尼
俗
名
お
ぎ
ん
伯
父
杢
兵
衛
殿
の
妻
始
我
父
御
病
中
に
和
尚
へ
後
事
を
拊
託
給
ふ
故
、
此
家
を
顧
た
ま
ふ
誠
切
也
、
お
吟
を
法
月
院
へ
御
憑
下
さ
れ
、
其
娘
と
な
り
て
お
許
と
改
、
御
濱
御
殿
へ
上
り
、
夫
よ
り
後
、
終ニ
吹
上
御
殿
へ
上
、
偏
和
尚
の
光
明
也
、
元
文
元
丙
辰
年
五
月
、
文
字
金
ニ
改ル
、
固
に
此
七
ヶ
年
、
御
年
賦
を
不
受
取
の
損
幾
許
そ
や
、
清
兵
衛
ハ
己
か
謬
を
ア
ヤ
マ
リ
償
た
ツ
ク
ノ
ウ
め
、
姦
巧
カ
ン
コ
ウ
を
遑
し
タ
ク
マ
シ
ク
て
竊
に
ヒ
ソ
カ
役
人
ヘ
賄
、
マ
イ
ナ
イ
或
ハ
御
城
御
老
女
豊
岡
様
を
恃
、
タ
ノ
ミ
此
年
月
財
を
費ツイ
ヤ
ス
多
と
い
へ
と
も
、
効
な
シ
ル
シ
き
か
ゆ
へ
に
転
ウ
タ
ヽ
憤
懣
フ
ン
マ
ン
に
不
勝ヘ
、
御
輿カコ
訴
訟
し
て
、
其
上
ハ
御
公
儀
へ
可
奉
願
の
企
、
兄ノ
曰
、
甚
無
用
也
、
仮
令
タ
ト
ヒ
御
金
一
時
に
被
下
た
り
と
も
必
悪
を
シ
ミ
蒙リ
、
本
郷
の
御
用
ま
て
被
召
上
ハ
、
亡
父
へ
不
孝
也
と
肯キヽ
給
ハ
す
、
夫
よ
り
清
兵
衛
を
ハ
二
町
目
の
家
主
役
と
し
て
別
宅
さ
せ
給
ふ
、
其
後
ハ
兄ミ
一
人
御
心
労
、
壹
伊
藤
　
ヒ
タ
ス
ラ
・
山
本
・
竹
屋
等
御
頼
な
さ
れ
、
方マサ
に
清
兵
衛
か
過
を
ア
ヤ
マ
チ
補
給
ヲ
キ
ナ
イ
ふ
、
此
十
月
（
元
文
元
年
）
、
本
郷
の
乾
物
御
用
嶋
屋
又
兵
衛
代
を
山
科
屋
清
九
郎
と
我
方
と
へ
被
仰
付
、
名
目
ハ
山
科
屋
に
て
勤
、
同
二
（
元
文
）
丁
巳
年
春
、
我
大
坂
へ
登
、
清
左
衛
門
・
九
郎
八
同
道
、
参
宮
ハ
伊
右
衛
門
を
伴
て
白
子
竹
口
に
て
過
酒
、
蓋シ
須
广
（
磨
）
屋
に
滞
留
し
て
熟
察
に
ツ
ラ
く
サ
ツ
ス
ル
、
後
見
又
兵
衛
残
忍
ザ
ン
ニ
ン
ニ
し
て
商
に
敏トキ
也
、
斯
を
以
、
資シ
財ザイ
已
に
足
て
、
倹
約
矩ノリ
を
踰コヘ
た
り
、
然
に
我
窘
乏
ク
ン
ホ
ク
に
し
て
商
に
怠
、
遊
芸
・
飲
酒
に
フ
ケ
ル
ハ
何
事
そ
や
、
是
を
肺
腑
ハ
イ
フ
に
銘
て
、
東
行
て
慎ン
と
欲
す
、
然
と
い
へ
と
も
終ヲ
克
不
レ
能
ヨ
ク
ス
ル
コ
ト
、
六
月
十
（
元
文
二
年
）
五
日
、
兄ミ
本
郷
よ
り
還
給
カ
エ
リ
ひ
、
御
年
賦
の
印
形
相
済シ
た
り
、
内
藤
越
度
あ
り
て
逼
塞
ヒ
ツ
ソ
ク
す
、
因コレ
茲
此
ニ
ヨ
ツ
テ
願
成
就
せ
り
と
、
母
も
我
も
再
拝
し
て
讙
、
　
ヨ
ロ
コ
フ
同
廿
八
日
（
元
文
二
年
六
月
）
、
因
幡
御
前
様
御
逝
去
、
諡
ハ
オ
ク
「
リ
」
ナ
宝ハ
林
院
様
ト
申
奉
な
り
、
危
か
ア
ヤ
ウ
イ
な
此
願
今
暫
不
叶
ハ
此
金
永
我
に
あ
ら
す
、
尾
張
屋
久
右
衛
門
ハ
御
用
に
離
ハ
ナ
レ
て
間
も
な
く
家
を
潰ス
、
数
年
の
後
、
永
来
新
左
衛
門
殿
宅
に
て
我
、
此
年
賦
金
を
割
渡
に
、
久
右
衛
門
か
男
来
セ
カ
レ
れ
り
、
其
姿
恰
も
ア
タ
カ
乞
者
コ
ツ
シ
ヤ
に
埒
、
ヒ
ト
シ
其
父
母
を
問
に
皆
貧ヒン
ク
に
死
せ
り
と
、
十
一
月
（
元
文
二
年
）
、
兄ミ
の
婚
礼
、
其
礼
や
文
以
質シツ
に
勝
、リ
是
我
其
缺
を
カ
ケ
タ
ル
補
不
能
の
敝ヘイ
也
、
然
而
賀
の
置チ
酒
に
交コウ
游ユウ
の
友
を
先
に
す
る
を
以
、
家
守
恚
て
イ
カ
ツ
党トウ
し
、
我
家
キ
ヤ
ウ
ヲ
ウ
を
具
て
俟マツ
に
遂ツイ
に
不
来
、
隣
家
復マタ
是
に
傚
ナ
ラ
ツ
て
不
来
、
茲コレ
我
家
を
軽シ
侮
の
ア
ナ
ト
ル
甚
に
あ
ら
す
や
、
我イキ
享
保
二
十
年
乙
卯
七
月
十
七
日
雲
石
峯
玲
和
尚
八
十
歳
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五
憤
骨
髄
に
ト
ヲ
リ
コ
ツ
ズ
イ
徹
、
テ
ツ
シ
此
恥
辱
チ
ヂ
ヨ
ク
を
雪
と
欲
に
方
な
し
、ツラ
熟く
思
に
、
此
町
内
に
て
屋
鋪
を
買
ハ
、
家
守
等
自
然
と
平
伏
す
へ
し
と
、
偶
タ
マ
　
其
翌
日
己
巳
日
也
、
弁
才
天
へ
祈
願
を
奉
懸
、
爾
来
ジ
ラ
イ
巳
待
毎
に
酒
肉
を
断
て
誓
願
不
レ
懈
ヲ
コ
タ
ラ
ス
、
同
三
（
元
文
）
戊
午
年
二
月
、
万
代
屋
よ
り
我
を
招
、
清
左
衛
門
殿
曰
、
西
宮
甚
左
衛
門
ハ
小
田
原
町
の
豪
富
ゴ
ウ
フ
に
し
て
娘
加タ
絶
美
な
り
、
汝
を
婿
に
求
、
斯
に
於
て
母
・
兄
許
諾
キ
ヨ
ダ
ク
、
近
日
結
納
を
可
遣
也
、
我
曰
、
母
・
兄
の
大
慈
難
有
と
い
へ
と
も
、
近
年
商
鮮
し
ス
ク
ナ
ヲ
て
費
用
多
、
資
財
滋
乏
、
シ
ザ
イ
シ
バ
　
　
ト
ボ
シ
然
に
又
金
を
祓
ハ
、
此
家
応マサ
に
傾
覆
ケ
イ
フ
ク
す
へ
し
、
僕ホク
に
お
ゐ
て
ハ
十
年
も
兄
を
援
、
タ
ス
ケ
駑
力
ド
リ
ヨ
ク
を
尽
て
ツ
ク
シ
冀
ハ
、
コ
イ
ネ
カ
ハ
ク
家
屋
敷
の
一
ヶ
所
も
求
メ
、
其
後
ハ
奈
何
な
る
貧
家
を
も
不
可
辞ジス
、
清
左
衛
門
殿
者
老
人
也
、
感
嘆
カ
ン
タ
ン
し
て
眼
を
拭
、
ヌ
ク
イ
子
曰
、
君
子
ハ
言
を
訥
し
て
行
の
敏ト
か
ら
ん
を
欲
、
ホ
ツ
ス
我
言
ハ
潔
、
イ
サ
キ
ヨ
シ
然
而
行
の
悪キ
ハ
何ソ
哉
、
三
月
、
（
元
文
三
年
）
志
州
波
切
与
惣
治
郎
仕
入
金
を
債
と
も
不
調
、
木
村
松
因
老
に
て
高
利
の
金
を
借
、
又
是
を
債セメ
不
能
、
源
兵
衛
に
借ル
、
源
兵
衛
ハ
先
年
父
の
代
に
大
坂
へ
登ノ
縁
を
以
、
須
广
（
磨
）
屋
を
始
、
送
荷
物
多
し
て
商
遂
（
逐
）
年
昌
隆
な
り
、
我
見
世
も
今
ハ
過
半
彼
よ
り
買
て
商
売
ス
、
其
為
人ト
目
温
訥
ホ
カ
ヲ
ン
ト
ツ
に
し
て
腹ウチ
元
文
三
戌
午
八
月
廿
九
日
一
葉
芦
舟
信
士雲
寺
俗
名
仁
兵
衛
勢
州
泊
村
の
産
也
、
童
名
仁
平
松
と
い
ふ
、
好
て
釼
術
を
学
ひ
、
数
々
人
に
撃
れ
、
竟
に
筋
骨
疼
痛
而
、
元
文
四
己
未
正
月
廿
三
日
圓エン
譽
得
壽
信
士
七
十
六
歳
剛
毅
也
、
甚
吝
嗇
を
用
て
家
財
浸ク
足
、
レ
リ
一
日
縦
容
と
し
て
我
に
謂
て
曰
、
近
年
殿
村
金
を
借
さ
る
ハ
何
故
そ
や
、
我
曰
、
和
尚
遷
化
ゆ
へ
也
、
源
兵
衛
曰
、
否
不
然
、
足
下
の
行
状
不
善
故
也
、
小
鼓
・
狂
言
、
無
益
の
稽
古
に
家
業
を
怠
、
惑
ハ
（
或
）
会
と
号
て
花
麗
の
将
束
（
装
）
、
こ
れ
を
見
人
群
集
す
、
殿
村
の
手
代
見
さ
る
事
を
可ン
得
や
、
曁ハ
筆
法
（
マ
マ
）
を
習
と
称
て
森
本
正
蔵
の
宅
に
毎
夜
酒
宴
を
設
、
竹
口
兄
弟
と
交
厚ク
、
遊
所
へ
伴
故ニ
、
見
世
に
売
物
な
く
、
財
物
殆
虚
亦
宜
な
ら
す
や
、
我
敢
て
不
答
、
言
な
し
、
八
月
、
（
元
文
三
年
）
娉
御
着
帯
也
、
其
母
公
及
我
母
保
育
養
生
至
ら
す
と
い
ふ
無
と
い
へ
と
も
、
可
悲
御
夫
婦
因
縁
薄ク
、
御
契
僅
に
一
載
に
し
て
産
後
に
卒
給
ふ
、
出
生
の
男
子
長
太
郎
ト
名
、
此
翼
鴛
鴦
の
楽
忽チ
竭
て
寂
漠
寥
々
豈
忍
給
ハ
ん
や
さ
み
し
さ
よ
春
の
林
の
夕
ま
く
れ
雪
兄
ノ
諧
名
芝
功
徳
天
・
黒
暗
女
、
何ン
為ソ
姉
妹
な
る
、
旧
枕
故
衾
御
泪
の
涸ク
夜
な
し
、
平
昔
ハ
活
如
と
し
て
不
迫
、
大
言
雄
弁
な
り
し
に
、
此
喪
終
て
も
常
に
瀏
慄
と
元
文
四
年
己
未
正
月
十
五
日
　
小
田
原
町
壱
丁
目
尾
張
屋
治
郎
兵
衛
殿
妹
春
林
祖
教
信
女
　
　
俗
名
る
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
寺
十
七
歳
　
　
　
我
娉
く
く
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名
万
代
屋
清
左
衛
門
、
近
頃
孫
に
名
を
譲
て
治
右
衛
門
と
改
、
し
て
大
息シ
、
総
言
寡
、
世
事
を
厭
給
ふ
、
三
月
よ
り
梅
若
丸
五
百
年
忌
の
開
帳
あ
り
、
花
咲
長
閑
に
し
て
参
詣
の
人
肩
を
摩
、
我
も
兄
の
鬱
憂
を
慰ン
か
た
め
、
朋
友
を
催シ
、
酒
を
攜ヘ
、
舟
を
泛
、
柄
鶴
・
吟
系
・
寿
蝶
等
、
咸
歓
然
と
し
て
酔
、
舷
を
敲
て
謡
、
或
ハ
発
句
を
作
て
風
景
を
賞
す
、
兄
唯
愀
然
而
長
嘯
、
甚
句
哀
情
を
銜
て
曩ム
時
に
類
せ
す
、
我
興
を
添
欲
て
、
陽
に
ヲ
モ
テ
娯
と
い
へ
と
も
、
陰
に
ウ
チ
ハ
是
を
腸
さ
ら
ん
や
、
五
月
雨
（
元
文
四
年
）
の
頃
、
焉
そ
忍
た
ま
ハ
ん
、
深
更
逮
て
独
琴
を
弾
給
ふ
、
音
見
世
江
洩
て
我
潜
然
、
爐
開
に
ハ
、
例
も
客
を
招
て
茶
を
嗜
玉
ふ
に
、
絶
て
其
事
も
な
し
、
況
や
逍
遥
観
游
の
楽
に
於テ
を
や
、
母
こ
れ
を
給
ひ
、
時ニ
後
妻
を
勧
給
へ
と
も
、
肯
て
聴
給
ハ
す
、
剰
出
生
の
男
子
翌
春
痘
瘡
（
元
文
五
年
正
月
）
重
し
て
死
ハ
何
事
そ
や
、
去
歳
今
年
の
不
幸
、
孔
孟
た
り
と
も
悲
へ
し
、
且
窈
窕
綽
約
た
る
国
色
、
慈
々
た
る
寵
愛
の
児
寤
て
も
寐
て
も
争イ
忘
た
ま
ハ
ん
実
や
、
哀
に
感
メ
ツ
ル
も
の
ハ
歌
う
た
る
声
を
聞
て
も
泣
と
か
や
見
給
ふ
聞
玉
ふ
堕
涙
の
種
な
ら
す
と
云
な
し
、
一
日
ル
兄ミ
盃
を
挙
て
喟
然
と
し
て
歎
テ
曰
、
信
陵
君
志
を
失
て
長
夜
の
飲
を
な
し
、
竟
ニ
酒
を
病
て
死
た
る
所
宜
な
ら
す
や
、
我
声
を
て
曰
、
然
ハ
あ
ら
す
、
無
寧
（
マ
マ
）
秦
の
た
め
に
擒
と
な
る
と
も
存
命
、
社
稷
の
再
興
を
謀
へ
し
、
豈
醇
酒
を
飲
て
死
を
招
の
理
あ
ら
ん
や
、
管
仲
死
を
惜
て
囚
と
な
る
、
関
羽
死
せ
す
し
て
降
、ル
孰
か
是
を
怯
と
せ
ん
や
、
死
を
軽ル
ハ
匹
夫
匹
婦
の
所
以
也
、
固
に
魏
無
忌
か
行
跡
ハ
忠
孝
に
背
、
兄ミ
曰
汝
ヲ
ン
ノ
か
論
ハ
忠
孝
を
言
と
し
て
死
を
畏
も
ル
ヽ
の
也
、
死
を
畏
ハ
生
死
の
理
に
通
さ
る
か
故
也
、
瞽
者
に
ハ
画
図
の
美
を
語
へ
か
ら
す
、
聾
者
に
ハ
音
律
の
妙
を
説
へ
か
ら
ず
と
い
へ
と
も
、
試
に
可
論
シ
之
、
昔
楚
国
に
公
牛
と
い
ふ
者
あ
り
、
病
て
七
日
に
し
て
化
て
虎
と
な
る
、
其
兄
戸
を
掩
て
入
視
之
に
則
虎
也
、
父
兄
奮
力
て
摶
之
、
盖
身
体
獣
と
成
、
爪
牙
移
易
、シ
心
変
、シ
形
化
て
其
虎
と
成
に
方
て
ツ
ハ
、
其
嘗
て
人
た
る
を
不
知
、
其
人
と
成
に
方
て
其
旦
虎
た
る
を
不
知
と
や
、
始
吾
メ
い
ま
た
生
さ
る
時
焉
そ
生
の
楽
を
知
、ン
今
吾
い
ま
た
不
死
不
焉
（
マ
マ
）
死
の
不
楽
を
知
や
ン
、
生
ハ
寄
也
、
死
帰
也
故
、
聖
人
ハ
生
死
を
同ヒト
し
て
分
理
に
通
す
、
世
に
仁
義
忠
孝
を
仮
て
栄
名
を
貪ル
人
天
に
跼セ
、
地
元
文
五
年
庚
申
正
月
十
九
日
　
俗
名
長
太
郎
覚
蔭
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
我
甥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
寺
二
才
　
Hosei University Repository
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
一
七
に
蹐ス
し
、
役
々
戚
々
と
し
て
然
而
喬
松
か
寿
を
希コイ
、
予
甚
恥
之
、
其
百
年
ハ
此
一
年
に
不
如
斯
を
以
、
劉
信
ハ
鋤
を
荷
せ
て
行
飲
、
李
白
ハ
酔
て
月
を
採ン
と
溺
死ス
、
各
志
と
こ
ろ
有
、
夫レ
信
陵
公
ハ
諸
公
子
の
中
最
賢
な
る
も
の
也
、
是
を
譏ル
汝
ハ
尭
を
吠
狗
也
、
噬
て
予
に
及
ハ
何
そ
や
と
、
我
芒
乎
と
し
て
自
失シ
、
舌
橋
然
し
て
不
下
、
三
月
、
川
口
善
光
寺
の
開
帳
あ
り
、
江
戸
中
挙コ
而
参
詣
す
、
因
茲
連
を
催シ
、
兄ミ
を
勧
と
も
進ミ
給
ハ
す
、
唯
酒
に
沈
面
し
て
終
夜
飲
、
日
肝
て
超
た
ま
ふ
、
我
盃
を
奪
て
争
、
涕
泣
し
て
屡
諫
と
い
へ
と
も
、
竟
に
容
玉
ハ
す
四
月
、
万
代
（
元
文
五
年
）
屋
神
田
御
前
様
の
生
肴
御
用
被
召
上
、
我
方
へ
被
仰
付
、
抑
清
三
郎
ハ
壮
と
き
荒
淫
な
る
を
以
躄ア
二
十
年
垂々
と
す
、
常
に
薬
湯
の
屋
に
遊
、
博
奕
し
て
家
業
を
不
看
、
故
に
往
年
其
男セ
万
次
郎
に
祖
父
名
を
譲
て
屋
敷
方
を
勤
し
む
、
全
盛
の
秋
に
当
て
祖
父
寵
愛
に
昵ミ
、
出レ
ハ
必
駕
に
乗セ
、
還レ
ハ
恒
に
玉
食
を
備フ
、
因
幡
御
前
様
御
逝
去
後
も
驕
更
に
不
撓
、
去
春
祖
母
歿
後
甚
八
諌
と
も
不
聴
、
由
可
退
而
我
家
に
事
、
甚
兵
衛
と
改
、
今
年
（
元
文
五
年
）
清
左
衛
門
十
九
歳
、
天
性
浮
薄
縦
に
て
、
書
数
に
疏
に
し
て
専ラ
射
御
を
励
、
常
に
桜ノ
馬
場
、
采
女
原
へ
往
て
塩
鯛
二
十
枚
百
廿
五
匁
宛
五
嶋
鯣
廿
連
四
十
八
匁
宛
大
熨
斗
廿
把
百
八
十
三
匁
宛
昆
布
廿
把
四
十
弐
匁
宛
馬ヲ
駆
、
弓
を
彎
て
銭
を
費ス
、
又
母
の
お
梅
ハ
淫
乱
而
僂々
堺
町
の
茶
屋
に
て
遊
に
、
嫁
お
も
ん
を
妨
な
り
と
憎
て
去
し
む
、
夫
よ
り
清
左
衛
門
妓
女
を
弄ン
て
情
欲
を
恣
に
す
、
果
し
て
財
銭
悉ク
尽
、
神
田
御
前
様
の
前
借
金
を
償
不
能
、
故
ニ
役
人
衆
の
御
内
意
を
以
兄ミ
是
を
上
納
し
給
ひ
、
生
肴
御
用
我
方
へ
被
仰
付
也
、
万
代
屋
ハ
竟
に
安
針
町
の
住
居
遂
か
た
ふ
し
て
清
兵
衛
か
裏
店
へ
蟄
居ス
、
因
茲
本
郷
の
御
用
も
被
召
上
畢ヌ
、
惟
先
レ
ハ
年
我
々
幼
弱
を
侮リ
因
幡
御
前
様
の
干
肴
御
用
を
奪フ
、
其
仇
を
報
す
る
に
似
た
り
、
九
月
、
本
（
元
文
五
年
）
郷
若
殿
佐
渡
守
様
よ
り
松
平
肥
後
守
様
へ
御
結
納
の
品
被
仰
付
、
同
月
、
御
国
（
元
文
五
年
九
月
）
よ
り
御
養
女
斐
姫
様
御
着
、
今
冬
南
部
信
濃
守
様
へ
御
婚
礼
可
有
之
に
よ
り
、
其
御
用
干
肴
・
生
肴
と
も
に
我
方
へ
被
仰
付
、
此
役
人
衆
ハ
皆
因
幡
の
時
の
御
人
也
、
良
に
会
稽
の
恥
を
雪
の
心
あ
り
、
御
婚
礼
後
広
尾
御
前
様
と
称
、
吉
凶
ハ
糾ア
ナ
の
如
、
十
月
朔
（
元
文
五
年
）
日
、
兄ミ
卒
然
而
昏
倒
、
咬
牙
悶
乱
而
人
事
を
知
た
ま
ハ
す
、
家
内
惶
惑
而
度
を
失
、
不
履
し
て
医
へ
趨リ
、
人
に
跌ツマ
て
薬
を
飜
す
、
諸
医
聚
て
術
を
竭シ
、
四
・
五
日
に
し
て
醒
と
い
へ
と
も
言
語
交
錯
て
不
嘉
、
灸
鍼
湯
薬
普
不
尽
と
い
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文
学
部
紀
要
　
第
五
十
五
号
一
八
寛
保
と
改
元
ふ
な
し
、
漫ク
五
・
六
十
日
に
し
て
少
に
似
た
り
、
十
一
月
（
元
文
五
年
）
廿
六
日
、
美
濃
屋
七
兵
衛
の
無
尽
会
に
手
取
金
高
弐
拾
五
両
を
礼
金
四
両
出
て
貰イ
、
当
晦
日
小
船
町
の
内
払
を
し
て
聞
を
飾ル
、
蓋
此
会
に
小
船
町
の
連
中
多シ
、
是
乃
耳
を
掩
て
鈴
を
盗
の
譬
な
り
、
寛
保
元
辛
酉
年
春
、
兄ミ
の
病
漸
痊
に
由
て
母
と
議
し
て
酒
を
制
止
、
三
月
十
三
日
、
伊
右
衛
門
下
着
、
同
十
七
日
（
寛
保
元
年
三
月
）
、
父
十
三
回
忌
法
事
、
母
御
剃
髪
、
四
月
下
（
寛
保
元
年
）
旬
、
伊
右
衛
門
・
利
兵
衛
同
道
木
曽
路
を
登
、
兄ミ
の
病
徐ク
平
復
す
る
に
従
、
転
寂
寥
に
不
堪
し
て
亦
酒
を
乞
給
ふ
、
母
及
我
厳ク
こ
れ
を
禁シ
防
ハ
、
勃
然
と
し
て
婢
童
を
叱
虐ケ
、
自
若
と
し
て
檀
に
（
擅
）
飲
玉
ふ
、
母
の
怖レ
避
給
ふ
ハ
宜
な
り
、
我
に
比
干
か
忠
な
く
淳
干
か
諷
諌
を
為
も
能
さ
る
ハ
何
そ
や
、
果
し
て
六
月
（
寛
保
元
年
）
廿
七
日
、
病
再
発
、
精
神
恍
惚
と
し
て
狂
言
叫
呼
昼
夜
に
不
止
、
周ク
良
医
を
求メ
請シ
、
諸
神
諸
仏
莫シ
不
祷
、
朞
月
は
か
り
に
し
て
若
痛
（
苦
）
止
、
七
月
、
兄
（
寛
保
元
年
）
の
変
を
告
に
よ
り
て
大
坂
よ
り
利
兵
衛
下
着
、
嘗
て
病
の
間
あ
る
に
逮
て
、
利
兵
衛
新
に
相
場
帳
を
作
て
其
帳
に
序
を
書
て
曰
、
近
年
本
座
訊
ハ
大
名
家
の
御
膳
ニ
遣
計
ニ
て
、
其
外
ハ
皆
小
箱
カ
ジ
ケ
ニ
て
間
ニ
合
、
然
所
ニ
此
方
之
見
世
ハ
本
座
計
仕
入
す
る
故
、
紙
屋
・
荒
物
屋
も
の
売
高
す
く
な
し
、
是
ニ
心
付
す
前
例
ニ
習
、
直
段
も
須
磨
屋
次
第
に
し
て
注
文
い
た
し
、
世
間
高ク
売
、
見
世
段
々
零
落
是
誰
か
過
そ
や
、
依
之
今
年
、
須
（
寛
保
元
）
广
（
磨
）
屋
吟
味
之
た
め
登
見
る
ニ
又
兵
衛
殿
老
た
り
、
三
郎
右
衛
門
殿
不
決
の
人
ニ
て
頼
に
成
か
た
し
、
其
上
未タ
小
箱
ニ
不
馴
、
又
岩
田
屋
ニ
て
買
に
、
思
入
之
通
調
、
利
分
を
得
た
り
、
向
後
本
座
を
止
、
小
箱
を
岩
田
屋
へ
致
注
文
、
見
合
の
た
め
須
广
屋
（
磨
）
ニ
不
限
注
文
屋
江
も
可
申
遣
、
是
迄
之
く
高
利
を
不
取
、
随
分
安
売
ク
て
商
高
を
増
、
年
々
相
場
之
高
下
を
此
帳
へ
記
可
考
、
我
視
之
喟
然
而
嘆
息
而
曰
、
我
過
哉
ナ
ル
、
我
過
哉
、
夫
見
世
の
衰
微
を
不
暁
、
旧
に
依
て
不
改
ハ
枉
て
膠
し
て
瑟
を
鼓
す
る
也
、
高
利
を
慾ム
て
有
と
タ
ン
欲
ハ
琴
を
破
て
音
を
需ル
か
若シ
、
是
よ
り
志
を
改
、
商ノ
多
少
に
不
拘
買
人
を
尊
敬シ
、
劬
労
を
不
憚
、
丁
寧
に
し
て
廉ク
售ウレ
ハ
桃
李
不
言
し
て
下
自ラ
成
蹊
と
や
、
商
漸
年
を
遂
て
倍
増ス
、
斯
乃
父
の
余
烈
也
、
七
月
、
伯
（
寛
保
元
年
）
父
よ
り
伊
右
衛
門
に
藤
山
長
四
郎
殿
娘
お
き
く
を
迎
取
よ
し
告
来
、
母
御
喜
不
斜
、
厥
后
伯
父
ハ
実
子
源
市
か
成
長
す
る
に
随
伊
右
衛
門
を
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
一
九
辛
酉
十
月
（
寛
保
元
年
）
五
日
、
万
代
屋
新
場
へ
徒
、
（
徙
）
神
田
生
肴
御
用
大
和
屋
長
次
郎
代
被
仰
付
、
我
と
相
司ニ
な
る
憎
給
ふ
、
伊
右
衛
門
ハ
嘗
て
こ
れ
を
不
恨
、
子
の
道
を
以
事
へ
、
妻
と
同
に
順
適
す
れ
ハ
反
て
楚
平
か
行
を
為
と
す
、
伊
右
衛
門
素
よ
り
遜
譲
を
以
人
と
交
か
ゆ
へ
に
親
族
隣
里
咸
こ
れ
を
愛
恤
、
堀
木
九
右
衛
門
・
味
岡
権
四
郎
左
に
袒
て
伊
右
衛
門
を
別
宅
せ
し
む
、
然
と
い
へ
と
も
基
手
も
無
、
家
檣
も
な
し
、
竊
に
赤
堀
の
喜
八
よ
り
少
の
金
仮
借
、
艱
難
を
尽
、
剰
宅
を
徒
て
（
徙
）
費
用
多
、
兄
の
病
ハ
癲
に
似
て
癲
に
あ
ら
す
、
時
に
明
に
時
に
昏
而
重
て
復
語
多
、
母ノ
曰
、
是
哀
情
を
忘
に
酒
を
以
す
る
か
為
と
こ
ろ
也
、
妾
を
入
て
枕
席
を
慰
せ
は
奈
何
と
、
大
医
交
泰
院
井
上
綾
良
老
に
議
に
曰
、
可
也
、
斯
に
お
い
て
寛
保
二
壬
戌
年
三
月
、
妾
し
ゆ
ん
を
以
看
病
せ
し
む
、
五
月
、
大
（
寛
保
二
年
）
坂
相
場
下
直
也
、
仕
入
せ
ん
と
欲
に
金
無
、
七
月
、
伊
（
寛
保
二
年
）
豆
節
下
直
也
、
買ン
と
欲
に
又
金
無
、
抑
先
年
父
の
病
中
よ
り
家
業
傾
、
御
逝
去
の
時
既
に
財
産
過
半
減
失
せ
り
、
則
杢
兵
衛
殿
・
清
左
衛
門
殿
・
清
三
郎
・
源
兵
衛
立
合
改
置
所
、
享
保
十
四
年
己
酉
五
月
八
日
、
店
卸
惣
金
高
三
千
八
百
六
拾
六
両
弐
分
余
然
に
夫
よ
り
以
来
十
四
年
の
間
、
毎
年
不
足
し
て
、
今
正
月
迄
に
又
三
分
の
二
を
減
せ
り
、
寛
保
二
壬
戌
年
正
月
三
日
、
店
卸
惣
金
高
千
六
百
二
拾
三
両
三
分
七
匁
壱
分
、
如
斯
な
る
と
き
ハ
自
今
十
年
ハ
有チ
か
た
か
ら
ん
と
利
兵
衛
に
諮
之
に
曰
、
急
務
ハ
日
々
の
冗
費
を
斥ク
に
あ
り
、
費
を
省
と
欲
ハ
、
上
に
立
人
飲
食
を
下
と
同
し
、
衣
服
を
節
に
し
、
先
其
身
一
人
の
費
用
を
定メ
、
こ
れ
を
約
に
す
る
と
き
は
下
た
る
者
帰
服
而
上
下
和
同
し
、
倹
約
当ニ
行
と
レ
ン
、
則
新
に
諸
入
用
帳
を
作
、
二
十
七
の
品
目
を
別
、
年
中
の
費
用
を
計
甚
審
也
、
居
役
門
金
四
拾
両
米
糯
門
金
五
十
五
両
噌
茶
門
　
　
味
噌
茶
醤
油
塩
金
九
両
薪
炭
門
金
拾
両
弐
歩
漬
門
金
八
両
三
歩
油
蝋
門
金
六
両
莨
皮
門
　
　
家
内
中
烟
草
革
皮
紙
金
四
両
三
歩
湯
髪
門
　
　
銭
湯
髪
結
元
結
鬢
付
金
六
両
紙
筆
門
　
　
帳
紙
半
切
紙
半
紙
筆
墨
金
五
両
庖
器
門
　
　
台
所
之
器
其
外
用
具
金
弐
両
仏
神
門
金
八
両
弐
歩
着
服
門
金
拾
弐
両
三
分
給
雇
門
　
　
給
金
　
　
雇
銭
金
三
十
両
此
時
古
金
二
千
三
百
四
拾
三
両
余
也
、
是
を
文
字
金
に
直
し
て
如
斯
地
代
　
番
銭
　
芥
銭
名
主
之
礼
　
家
守
節
句
銭
飯
米
三
十
六
石
寺
正
月
盆
一
斗
法
救
七
斗
　
　
糯
一
石
薪
春
冬
金
一
両
宛
　
夏
秋
三
歩
宛
炭
年
中
一
両
一
日
一
匁
宛
漬
物
年
中
二
両
二
歩
油
春
冬
六
升
宛
　
夏
秋
五
升
宛
蝋
燭
寺
之
包
金
銀
　
布
施
　
初
穂
大
々
講
懸
金
仕
着
物
　
染
物
代
　
傘
履
糸
綿
　
洗
沢
賃
ル
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二
〇
音
信
門
　
　
五
節
句
進
物
其
外
臨
時
音
物
金
五
両
作
事
門
　
　
小
普
請
畳
障
子
張
替
金
十
両
利
息
門
　
　
去
年
迄
ニ
准
大
概
量
之
金
三
十
両
医
鍼
門
　
　
同
上
金
三
十
両
旦
禄
門
　
　
旦
那
之
小
遣
御
本
復
之
上
伺
而
可
定
命
禄
門
金
十
両
茂
禄
門
　
　
茂
兵
衛
同
上
金
十
両
祝
義
門
金
十
両
御
上
屋
敷
御
中
屋
敷
　
同
上
神
田
入
用
　
同
上
乾
物
入
用
　
同
上
広
尾
入
用
　
同
上
見
世
入
用
　
右
此
帳
を
母
に
啓シ
頓
首
而
曰
、
父
御
病
気
已
降タ
家
業
年
々
衰
微
し
て
滅
亡
既
に
遠
に
あ
ら
す
、
然
に
蕩
々
乎
と
し
て
こ
れ
を
慮
さ
る
ハ
、
譬
ハ
釜
中
の
魚
の
喘
息
而
須
臾
の
間
遊
か
若シ
、
豈
不
危
や
、
故
に
倹
約
を
勉
て
以
保
全
せ
ん
と
欲
に
、
是
則
母
と
僕
と
の
身
に
あ
り
、
願
ハ
子
孫
の
為
に
暫
御
身
を
詰
て
此
帳
の
如ク
用
給
ハ
ん
や
、
不
知
尊
命
の
儘
也
、
母
見
之
曰ノ
、
幸
甚
く
是
美
事
也
、
何ン
為
従
さ
ら
ん
と
、
此
を
務
行
ひ
給
ふ
篤
密
也
、
夫
奢
よ
り
検
に
入
ハ
古
人
こ
れ
を
難
と
す
る
所
な
る
に
、
母
の
為
人
端
強
に
し
て
、
自
是
下
女
を
減
、
親ラ
紡
績
浣
綴
を
な
し
、
嗜
慾
を
絶
而
行ヒ
厳
な
る
、
我
敢
て
及
と
こ
ろ
に
非
、
偶
雪
の
日
、
又
月
の
夕
に
ハ
、
銭
を
齎
て
僅
に
二
合
の
酒
を
沽イ
、
利
兵
衛
を
召
て
三
人
に
て
飲
之
楽ム
而
已
、
茲
を
以
我
其
功
の
速
な
ら
ん
を
欲
て
毎
朝
星
を
以
魚
の
買
出
し
に
出
、
亦
中
屋
敷
・
広
尾
等
を
勤
、
日
に
毎
に
星
を
以
還
、
専
商
に
心
を
委
て
終
日
を
不
去
、
日
々
に
入
と
出ル
と
を
算
の
外
他
な
し
、
固
に
一
の
梅
ハ
一
人
の
酸
と
為
に
不
足
、
百
梅
以
百
人
の
和
と
為
に
足
と
云
り
、
一
日
の
贏
を
以
、
一
日
の
費
に
較
ハ
不
足
の
日
多
と
い
へ
と
も
、
一
年
を
以
程
に
今
年
始
（
寛
保
二
年
）
て
少
余
シ
ク
あ
り
、
善
哉
、
利
兵
衛
か
規
矩
を
設
後
葉
用ツ
て
徴
と
す
る
に
足
れ
り
、
兄ミ
の
起
居
動
静
平
常
に
替
さ
る
か
如
と
い
へ
と
も
心
神
不
治
、
我
こ
れ
を
弁
へ
す
顔
を
犯
諌
て
額
へ
傷
を
蒙
、
是
我
罪
に
あ
ら
す
や
、
蓋シ
其
頃
ハ
日
々
に
逍
遥
給
ふ
ゆ
へ
、
新
参
の
惣
八
・
長
三
郎
を
供
せ
し
む
、
或
ハ
五
百
羅
漢
、
又
目
黒
辺
、
黄
昏
よ
り
飛
鳥
山
へ
遊
行
給
ふ
、
其
風
情
不
常
、
因
茲
其
過
あ
ら
ん
を
恐
て
他
出
を
禁
、
母
ノ
衣
類
小
遣
臨
時
之
飲
食
鼻
紙
傘
履
私
之
客
来
入
用
年
中
祝
日
酒
肴
青
物
等
一
切
、
元
日
ヨ
リ
大
晦
日
ニ
到
迄
日
々
委
細
書
有
御
用
有
無
に
従
入
用
増
減
有
へ
し
通
ノ
者
衣
類
・
給
金
・
飯
料
等
量
之
、
御
用
の
利
潤
に
て
引
へ
し
見
世
の
客
酒
肴
　
藁
縄
莚
駄
賃
　
飛
脚
賃
　
其
外
見
世
掛
り
の
入
用
一
切
（
倹
）
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
二
一
寛
保
三
癸
亥
五
月
十
三
日
十
二
月
、
御
（
寛
保
二
年
）
年
賦
金
請
取
、
如
例
伊
藤
弥
五
兵
衛
殿
へ
謝
礼
の
為
に
南
部
鱈
二
本
伴
て
能
登
鱈
と
書
て
こ
れ
を
饋
、
伊
藤
贋
を
暁リ
怒
て
反ス
、
我
恐
惶
而
佗
言
に
往
数
日
也
、
夫
家
再
興
の
た
め
に
倹
約
を
行
ハ
可
也
、
吝
嗇
ハ
不
可
行
、
矧
や
此
行
宛
も
穿
の
盗
の
如
し
、
然
而
家
人
の
廉
潔
な
ら
ん
を
欲
得
へ
け
ん
や
、
近
年
屋
敷
通
の
者
半
兵
衛
・
幸
助
・
与
八
皆
引
負
を
為ス
、
孔
子
の
季
康
子
に
、
苟モ
子
か
不
欲
ハ
雖
賞
之ヲ
不
窃
と
対
玉
い
し
ハ
是
也
、
且
又
我
其
引
負
の
大
を
不
知
而
平
日
汁
の
実
の
ふ
に
心
を
委ヌ
、
昔
知
伯
厨
人
の
炙
を
亡ウ
を
知
て
韓
魏
の
叛
を
不
知
に
し
、
同
三
癸
亥
（
寛
保
）
年
三
月
九
日
、
男
子
出
生
、
金
蔵
ト
名
、
則
母
の
し
ゆ
ん
を
乳
母
と
す
、
清
兵
衛
ハ
源
兵
衛
か
遂ケ
た
る
を
慕
て
我
家
に
拠
て
大
坂
の
送
荷
物
を
請
て
業
と
為
と
い
へ
と
も
、
逸
楽
を
事
と
し
家
職
を
不
営
、
茲
を
以
店
賃
売
懸
合
て
金
五
拾
両
余
我
家
へ
損
を
掛
て
裏
店
へ
退
、
加
之
大
坂
の
仕
切
金
百
八
十
余
両
を
不
遣
、
因
茲
須
广
（
磨
）
屋
六
兵
衛
・
十
兵
衛
下
向
而
我
を
責
に
已
を
不
得
し
て
終
ニ
困
窮
の
我
家
よ
り
年
々
こ
れ
を
贖
し
む
、
不
忠
孰
か
是
よ
り
大
な
る
も
の
あ
ら
ん
や
、
神
田
橋
の
出
店
ハ
始
清
兵
衛
に
委
任
す
、
不
競
釋
良
和
信
士
七
十
二
歳
俗
名
後
藤
喜
右
衛
門
勢
州
赤
堀
村
我
伯
母
之
夫
也
往
昔
不
穀
未
進
に
苦
、
伯
母
へ
子
を
添
父
母
へ
可
反
と
、
我
父
金
廿
両
助
力
宜
也
、
今
亦
善
兵
衛
・
新
兵
衛
其
人
に
非
、
蓋
兄ミ
病
中
に
不
告
而
店
を
潰
ハ
蔑
に
す
る
に
似
た
り
と
い
へ
と
も
、
御
本
腹
の
（
復
）
時
我
其
味
を
論
せ
ん
の
ミ
、
焉ソ
鶏
肋
の
た
め
に
歯
墜
の
理
あ
ら
ん
や
と
、
三
月
十
一
日
（
寛
保
三
年
）
、
俄
然
と
し
て
利
兵
衛
に
車
を
副
遺リ
、
日
の
餔
な
る
時
に
不
残
引
取
破
壊
畢ヌ
、
五
月
、
伊
（
寛
保
三
年
）
右
衛
門
方
よ
り
男
子
出
生
を
告
来
、
長
次
郎
ト
名
、
可
惜
此
児
翌
夏
夭
没
、
伏
惟
ハ
伯
父
内
に
驪
姫
か
譖
な
く
、
外
に
費
無
忌
か
讒
な
ふ
し
て
伊
右
衛
門
を
憎
給
ふ
ハ
、
譲
金
を
年
々
促リ
給
へ
と
も
こ
れ
を
登
さ
る
に
萌
せ
り
、
嗟
我
な
り
哉
、
斯
を
以
利
兵
衛
か
説
に
随
ひ
、
今
年
七
月
（
延
享
元
年
）
よ
り
毎
年
弐
拾
両
宛
可
登ト
云
遣
、
伊
右
衛
門
か
反
書
曰
、
其
地
今
危
急
の
秋
也
、
必
不
可
援
之
、
焉ソ
大
事
を
損
て
こ
の
方
の
小
事
に
可
拘
哉
と
、
肯
て
不
受
、
再
三
に
て
僅
に
許
諾
、
死
生
難
計
と
券
を
下
す
、
延
享
元
年
甲
子
六
月
十
六
日
即
如
禅
童
子
　
　
俗
名
長
次
郎
　
勢
州
四
日
市
建
福
寺
ニ
葬
二
才
　
　
　
我
甥
也
延
享
元
年
甲
子
九
月
三
日
大
用
良
音
比
丘
尼
　
　
即
應
居
士
の
妻
、
勢
州
四
日
市
建
福
寺
ニ
葬
九
十
一
歳
　
　
　
我
祖
母
也
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二
心
を
斯
世
に
游
し
め
、
善
悪
可
名
の
迹
な
く
、
但
天
理
の
自
然
に
順
て
廻
て
後
に
応ス
、
斯
を
以
希
世
の
長
寿
也
、
是
則
即
應
居
士
悟
道
の
薫
習
な
ら
ん
、
年
月
経
に
従
、
兄ミ
の
疾
篤
に
よ
つ
て
一
間
へ
入
奉リ
、
加
州
の
御
医
大
高
東
玄
老
に
転
薬
す
と
い
へ
と
も
更
に
其
効
な
し
、
加
州
君
の
寵
臣ニ
大
槻
内
蔵
丞
と
い
ふ
人
有
、
元
ハ
長
源
と
い
ふ
御
数
寄
屋
坊
主
也
、
諂
恚
に
し
て
君
の
御
心
に
合
、
武
士
に
御
取
立
あ
る
、
嘗
て
御
鷹
の
夜
居
を
被
仰
付
、
奥
へ
被
為
入
御
酒
宴
始リ
五
更
の
頃
、
酔
醒
て
扈
従
衆
を
以
尋
給
ふ
に
、
終
夜
鷹
を
居
て
雪
中
に
暴
立
せ
り
、
此
を
以
朴
直
な
り
と
感
給
ひ
、
御
徒
目
付
よ
り
次
第
に
立
身
し
て
作
事
奉
行
と
成
、
元
来
微
賤
よ
り
起
て
頗
人
の
情
偽
を
知
故
に
、
便
利
の
奉
公
勝
て
不
可
計
、
君
以
為ク
能
あ
り
と
、
甚
親
貴
せ
ら
れ
て
連
年
頻
て
御
加
僧
あ
（
増
）
り
、
遂
に
三
千
八
百
石
を
領
、
政
務ヲ
掌
に
至
、
其
為
人
姦
黯
邪
僻
に
し
て
、
予メ
君
の
意
を
揣
摩リ
、
曲
直
に
不
拘
其
旨
に
従フ
、
斯
を
以
賢
な
り
と
し
て
言
と
こ
ろ
皆
聴
れ
、
事
大
小
と
な
く
悉
大
槻
に
決
す
、
詐
多
知
を
舞
し
て
諸
の
隙
あ
る
者
を
ハ
詳
て
善
と
イ
フ
い
へ
と
も
、
窃
に
禍
を
以
報シ
、
己
か
親
属
又
愛
す
る
者
を
ハ
法
を
撓
て
貴
し
権
威
を
肆
に
す
、
曁
美
女
を
献
て
君
に
阿
、
下
を
虐
度
を
越
た
り
、
其
命
令
と
し
て
御
台
所
の
倹
約
前
代
未
曽
有
の
事
也
、
御
膳
節
も
大
坂
よ
り
廻
、
四
月
廿
（
延
享
元
年
）
一
日
、
御
中
屋
敷
新
御
殿
に
於
て
、
佐
渡
守
様
御
婚
礼
あ
り
、
諸
色
入
札
に
て
御
用
甚
少
、
九
月
、
大
（
延
享
元
年
）
槻
の
被
仰
付
と
し
て
、
神
田
御
前
様
御
用
の
生
肴
御
手
前
買
に
な
る
、
是
近
年
直
段
を
次
第
に
高
直
に
せ
し
ゆ
へ
也
、
抑
先
年
此
御
用
被
仰
付
時
、
兄ミ
我
に
命
し
て
魚
を
買
し
む
、
我
昧
菽
麦
を
不
分
、
且
幼
少
よ
り
驕
侈
に
長
て
を
提
て
街
に
往
来
す
る
を
慙
と
い
へ
と
も
、
已
を
不
得
奮
出
す
、
葢
魚
を
售ウル
曹ラ
侠
悍
而
剽
軽
の
少
年
多
、
価
己
か
心
に
不
合
ハ
妄
に
罵
辱ム
、
其
悪
声
赤
面
す
る
に
堪
た
り
、
是
に
畏
て
貴
沽
タ
カ
ク
あ
り
、
又
欺
れ
て
不
鮮
を
買
多シ
、
朞
年
は
か
り
に
し
て
浸ク
侮
ら
れ
さ
る
に
到ル
、
爰
に
お
ゐ
て
忽
高
慢
の
心
萌
而
志
気
洋
々
た
り
、
然
而
役
人
と
和
而
父
兄
の
勤
に
擬
せ
ん
と
欲シ
、
遊
所
に
伴
而
己返而
か
娯
を
専
と
す
、
是
虎
を
画
て
猫
に
類
す
る
に
非
や
、
加
之
猥
に
高
利
を
貪
て
遂
に
御
用
に
離
、
是
蛇
を
画
て
足
を
為
、
却
而
蛇
の
形
を
失
に
異
な
ら
す
、
固
に
此
御
用
の
贏
歳
に
百
金
に
も
余
、
近
年
漸
家
業
な
し
、
安
し
て
如
此
と
き
ハ
兄ミ
本
腹
の
（
復
）
砌
口
を
不
可
噤
と
楽
し
に
、
咨
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
二
三
乙
丑
四
月
、
菱
垣
船
積
合
乾
物
仲
間
へ
加
入
、
今
年
よ
り
船
得
と
号
し
て
、
大
坂
元
銀
の
外
三
分
加
之
貯
之
置
可
恨
蹉
た
る
を
、
同
二
乙
丑
（
延
享
）
年
二
月
十
二
日
未
刻
、
青
山
六
道
の
辻
よ
り
出
火
、
北
風
烈
酉
刻
広
尾
の
御
屋
敷
焼
亡
、
御
前
様
南
部
の
御
上
屋
敷
へ
御
移
、
此
火
翌
十
三
日
品
（
延
享
二
年
二
月
）
川
迄
焼
抜
、
横
死
の
人
多
、
四
月
廿
（
延
享
二
年
）
一
日
、
本
郷
殿
様
御
発
駕
、
如
例
大
槻
御
供
な
り
、
然
に
道
中
よ
り
御
病
気
の
由
、
早
馬
櫛
の
歯
を
引
か
如
、
抑
先
年
松
姫
君
様
御
逝
去
已
降
、
内
寵
多メ
虚
の
浮
腫
十
分
に
越
、
御
皮
肉
破
裂ス
、
御
労
哉
、
イ
タ
ワ
シ
ヤ
万
乗
の
国
君
と
し
て
煩
悶
喚
叫
七
顛
八
倒
、
竟ニ
六
月
十
（
延
享
二
年
）
二
日
に
薨
給
ふ
、
允
に
淫
欲
に
人
、
こ
れ
を
戒
と
す
へ
し
、
謚
ハ
護
國
院
様
、
御
嫡
男
佐
渡
守
様
幼
名
勝
丸
君
、
御
母
公
今
度
御
薙
髪
、
浄
珠
院
様
と
法
名
、
御
二
男
但
馬
守
様
、
幼
名
龜
治
郎
、
御
母
公
先
年
逝
去
、
此
御
腹
に
女
子
一
人
、
松
平
安
芸
守
様
へ
嫁
、
御
三
男
勢
之
助
様
、
御
母
ハ
芝
神
明
神
主
の
娘
に
し
て
絶タ
美
色
あ
り
、
大
槻
進
之ヲ
、
愛
幸
他
に
異
な
り
、
今
度
心
了
院
様
と
法
名
あ
り
、
此
御
腹
に
女
子
弐
人
、
後
に
松
平
出
雲
守
様
と
佐
竹
右
京
太
夫
（
大
）
様
へ
嫁
、
御
四
男
加
三
郎
様
御
国
腹
也
、
同
腹
女
子
一
人
、
九
月
廿
五
日
（
延
享
二
年
）
公
方
様
　
御
隠
居
、
西
丸
へ
御
徒
替
（
徙
）
、
塩
鯛
・
鯣
・
昆
布
過
分
の
相
場
也
後
に
酒
井
雅
楽
守
様
へ
嫁
、
御
五
男
健
治
郎
様
御
国
腹
、
御
六
男
弥
三
五
郎
様
、
是
又
心
了
院
様
の
御
腹
也
、
其
外
大
槻
か
諂
侫
を
以
奉ル
進
美
女
数
十
人
、
御
子
都
而
十
三
人
ま
し
ま
す
と
か
や
、
蓋
大
御
（
マ
マ
）
発
病
よ
り
御
傍
に
侍
て
怠
れ
り
と
、
佐
渡
守
様
御
怒
強
し
て
閉
門
被
仰
付
、
六
月
、
勢
（
延
享
二
年
）
州
に
て
女
子
出
生
、
お
ぬ
ひ
と
名
而
后
お
は
し
と
改
、
伊
右
衛
門
か
妻
の
弟
長
蔵
、
酒
を
使
て
親
子
不
睦
、
奉
公
を
志
而
十
一
日
我
（
延
享
二
年
六
月
）
方
へ
下
着
、
八
月
十
（
延
享
二
年
）
一
日
、
佐
渡
守
様
加
賀
守
に
被
為
成
、
御
祝
義
有
、
恐
悦
に
上
る
、
十
四
日
、
伊
右
（
延
享
二
年
八
月
）
衛
門
到
着
、
今
年
父
十
七
回
忌
廟
参
の
た
め
也
、
十
五
日
、
長
蔵
伝
（
延
享
二
年
八
月
）
馬
町
長
谷
川
へ
目
見
へ
、
後
に
長
吉
と
改
、
十
八
日
、
源
兵
（
延
享
二
年
八
月
）
衛
奥
の
土
蔵
・
新
宅
等
成
り
、
伊
右
衛
門
及
我
を
饗
、
廿
一
日
、
我
（
延
享
二
年
八
月
）
・
伊
右
衛
門
・
伯
理
・
嵩
指
・
承
花
・
清
兵
衛
伴
ひ
、
供
に
ハ
甚
兵
衛
其
外
、
酒
肴
を
携
さ
せ
隅
田
川
に
逍
遥
す
、
終
日
飲
て
我
酩
酊
而
吉
原
に
遊
、
是
弟
を
訓
の
道
に
あ
ら
す
、
廿
九
日
（
延
享
二
年
八
月
）
、
伏
見
屋
吉
兵
衛
饗
を
以
艇
に
て
四
手
網
、
九
月
二
日
、
伊
右
（
延
享
二
年
）
衛
門
発
足
、
十
一
月
廿
九
（
延
享
二
年
）
日
、
本
郷
御
前
様
暴
に
御
逝
去
、
御
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食
傷
の
よ
し
、
十
二
月
、
金
蔵
（
延
享
二
年
）
幼
稚
の
内
し
ゆ
ん
を
可
嫁
に
定
、
新
に
乳
母
を
置
に
、
久
し
く
狎
馴
す
し
て
母
・
我
甚
心
労
、
十
八
日
、
神
田
（
延
享
二
年
十
二
月
）
新
白
銀
町
八
兵
衛
結
納
来
、
蓋シ
衣
衾
器
用
及
奩
の
具
咸ク
旧
を
補
繕
、
弊
敗
不
完
、
母ノ
曰
、
三
十
に
し
て
室
あ
り
と
、
汝
今
年
三
十
二
歳
也
、
宜
婦
を
娶
へ
し
、
然
而
仏
神
の
加
護
を
以
兄
の
病
本
復
せ
は
是
に
父
と
し
事
へ
、
金
蔵
を
継
嗣
と
し
て
必
此
家
を
譲
へ
し
、
我
叩
頭
曰
、
金
蔵
を
子
と
し
兄ミ
を
父
と
す
る
命
を
承リ
、
娶
事
ハ
未
晩ソ
、
其
後
清
三
郎
・
源
兵
衛
・
清
兵
衛
来
て
復
薦ム
之
、
我
曰
、
将ニ
深
念ン
と
、
終
に
不
答
而
止
、
閏
十
二
月
（
延
享
二
年
）
朔
日
、
油
屋
孫
八
来
而
曰
、
伊
皿
子
台
町
に
萬
屋
六
兵
衛
と
い
ふ
人
あ
り
、
当
春
の
青
山
火
事
に
父
子
同
に
死
す
、
元
来
数
十
ヶ
所
の
家
持
に
し
て
最
富
饒
ひ
、
今
聟
を
索
、
利
兵
衛
を
遣
給
へ
、
我
是
を
母
に
白
曰
ス
ノ
、
今
一
日
も
利
兵
衛
な
く
ん
ハ
不
可
有
と
許
た
ま
ハ
す
、
我
曰
、
然
と
い
へ
と
も
利
兵
衛
勤
労
す
る
茲
に
二
十
三
年
、
是
天
よ
り
与
る
福
也
、
幼
少
よ
り
艱
難
し
て
今
足
を
跂
て
こ
れ
を
竢
に
、
我
労
を
厭
て
沮
之
ハ
忠
臣
返
て
寇
讐
た
ら
ん
、
方
に
今
困
究
の
（
窮
）
秋
な
れ
は
財
を
以
こ
延
享
三
丙
寅
三
月
五
日
喜
院
一
入
日
躰
八
十
二
歳
俗
名
綟
子
屋
九
郎
兵
衛
勢
州
泊
村
れ
を
貴
す
る
不
能
と
い
へ
と
も
、
何
そ
時
を
失
し
む
へ
き
、
且
加タ
後
を
励ス
の
理
あ
り
、
母ノ
曰
、
善
、
十
五
日
、
榎
坂
屋
（
延
享
二
年
閏
十
二
月
）
弥
兵
衛
殿
宅
に
て
萬
屋
の
姑メ
に
対
面
、
姑
曰
、
我
家
不
幸
に
し
て
不
慮
に
主
二
人
を
喪
、
然
に
親
戚
皆
貪
汚
に
し
て
争ツ
て
分
折
せ
ん
を
求
故
に
頃
御
公
儀
江
訟
、
家
財
屋
敷
を
言
上
帳
に
記
と
い
へ
と
も
、
器
量
あ
る
聟
を
入
す
ん
ハ
本
家
も
又
治
へ
か
ら
す
、
斯
を
以
金
銀ニ
不
拘
而
専
其
人
を
択
、
我
曰
、
然リ
夫レ
家
の
興
廃
ハ
人
に
あ
り
、
今
の
世
沐
猴
に
し
て
冠
す
る
も
の
多
、
利
兵
衛
ハ
幼
少
よ
り
我
家
に
辛
苦
を
更
て
普ク
世
情
を
知
れ
り
、
家
を
治
に
於
何
か
有
ん
、
虎
に
翅
を
得
ハ
其
功
又
不
可
測
、
斯
に
於
て
竟
に
婚
姻
を
定
、
其
親
族
に
我
弟
に
し
て
持
参
金
百
両
と
矯
て
廿
五
日
結
（
延
享
二
年
閏
十
二
月
）
納ヲ
遣
、
同
三
丙
（
延
享
）
寅
年
正
月
廿
七
日
、
本
郷
へ
御
老
中
御
招
請
有
、
是
去
年
九
（
延
享
二
年
）
月
、
上
様
御
移
替
恐
悦
の
御
祝
義
而
御
能
町
人
拝
見
、
二
月
、
松
平
（
延
享
三
年
）
出
雲
守
様
よ
り
御
結
納
御
用
多
、
同
日
我
家
し
ゆ
ん
三
河
屋
八
兵
衛
へ
婚
礼
、
名
を
た
き
と
改
、
廿
九
日
申
刻
（
延
享
三
年
二
月
）
、
築
地
よ
り
出
火
、
小
網
町
・
堺
町
迄
焼
失
、
火
勢
烈シ
、
兄ミ
を
扶
持
而
火
を
避ル
術
の
外
他
な
し
、
此
火
浅
草
迄
焼
、
翌
朔
日
辰
下
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
二
五
我
伯
母
の
夫
也
刻
、
火
鎮
、
四
月
二
日
、
出
（
延
享
三
年
）
雲
守
様
へ
御
婚
礼
、
此
御
台
所
干
肴
御
用
被
仰
付
、
十
二
日
、
本
郷
御
（
延
享
三
年
四
月
）
出
入
中
鹿
嶋
太
々
神
楽
参
詣
発
足
、
我
助
八
供
に
連
、
日
光
山
・
筑
波
山
を
廻
、
廿
六
日
帰
宿
（
延
享
三
年
四
月
）
、
此
日
利
兵
衛
伊
皿
子
へ
婚
礼
、
此
費
用
、
畳
の
表
替
・
障
子
の
紙
ま
て
加
、
総
て
金
五
十
両
余
也
、
然
に
此
内
十
五
両
は
与
へ
、
残
金
ハ
貸
と
定
に
、
利
兵
衛
朞
年
な
ら
す
し
て
償
之
、
加
之
其
後
年
々
百
両
・
弐
百
両
密
に
預
て
我
を
援
、
今
夫
火
を
救
者
水
を
汲
て
趨
、
或
ハ
甕
を
以
し
、
或
ハ
釜
孟
を
（
盆
）
以
す
、
水
を
盛
、
大
小
遅
速
は
異
な
る
と
い
へ
と
も
、
火
を
滅
所
以
ハ
釣
か
如
、
利
兵
衛
ハ
出
て
助
、
我
ハ
不
動
而
守
ル
、
程
嬰
・
杵
臼
死
を
異
に
す
れ
と
も
趙
を
復
す
る
志
ハ
埒
、
七
月
、
神
田
（
延
享
三
年
）
御
前
様
生
肴
御
用
又
被
仰
付
、
八
月
十
六
日
（
延
享
三
年
）
、
甚
兵
衛
を
始
て
大
坂
へ
登
す
、
須
广（磨
）
屋
逗
留
、
塩
屋
佐
兵
衛
に
て
多
買
、
十
二
月
八
日
（
延
享
三
年
）
、
本
郷
殿
様
俄
に
御
逝
去
、
御
食
傷
の
よ
し
、
抑
去
年
夏
（
延
享
二
年
）
大
黜
（
マ
マ
）
ら
れ
て
以
降
、
御
倹
約
弛
、
御
用
漸
増
而
我
忻
々
然
た
る
所
に
、
不
図ラ
此
凶
変
あ
り
、
噫
造
物
の
微
機
測
度
へ
か
ら
す
、
諡
ハ
大
應
院
様
と
奉
申
、
廿
一
日
、
広
尾
（
延
享
三
年
一
二
月
）
御
普
請
就
成
、
御
前
様
御
徒
、
　
（
徙
）
延
享
四
丁
卯
年
正
月
廿
六
日
、
本
郷
御
二
男
但
馬
守
様
加
賀
守
に
被
為
成
、
二
月
廿
一
日
（
延
享
四
年
）
、
殿
様
御
任
官
、
廿
二
日
、
源
兵
衛
（
延
享
四
年
二
月
）
娘
お
そ
ゑ
牛
込
伊
勢
屋
長
兵
衛
へ
嫁
、
此
時
彼
既
に
興
盛
也
、
妻
お
る
ん
我
に
謂
て
曰
、
先
に
媒
婚
家
へ
飾
て
君
か
家
を
親
族
な
り
と
い
へ
り
、
冀
は
向
後
言
を
改
給
る
へ
し
、
我
許
諾シテ
母
に
告
之
ハ
長
嘆
し
て
曰
、
豈
盛
衰
を
以
礼
を
革
の
理
あ
ら
ん
や
、
嗟
是
を
た
も
可
忍ハ
何レ
を
か
不
可
忍
、
我
稽
首
而
曰
、
不
孝
の
子
家
を
辱ム
、
雖
然ト
孔
子
曰
、
自
損
者
ハ
益
、
自
益
者
ハ
損
と
、
老
子
も
其
辱
を
守
て
天
下
の
谷
た
り
と
謂
り
、
庶
幾
ハ
母
こ
れ
を
容
給
へ
、
同
日
未
刻
よ
り
（
延
享
四
年
二
月
二
二
日
）
金
蔵
病ム
、
夜
吐
乳
、
廿
四
日
、
痘
（
延
享
四
年
二
月
）
瘡
現
、
廿
五
日
酉
（
延
享
四
年
二
月
）
刻
急
変
、
悶
乱
吐
血
、
衆
医
手
を
措
、
母
の
驚
惑
不
少
、
甚
兵
衛
に
金
拾
両
齎
せ
て
命
乞
の
祈
祷
、
我
爪
を
剪
て
不
沈
と
い
へ
と
も
心
願
争
て
疎
な
ら
ん
、
山
本
要
人
曰
一
角
を
以
毒
を
解
へ
し
外
に
術
な
し
、
遽
に
求
之
服
せ
し
む
れ
と
も
効
な
し
、
丑
刻
卒
、
延
享
四
年
丁
卯
二
月
廿
六
日
義
微
童
子
　
　
　
童
名
金
蔵
　
　
　
雲
寺
葬
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可
愛
の
盛
也
、
母
の
愛
念
尤
厚ク
、
惨
怛
傷
悴
日
々
に
深シ
、
荀
に
我
本
懐
茲
に
お
ゐ
て
虚
く
、
可
恨
節
操
画
餅
と
な
る
を
、
三
月
廿
四
日
（
延
享
四
年
）
、
三
崎
の
幡
随
院
へ
母
参
詣
、
十
念
授リ
玉
ふ
、
兄ミ
神
識
昏
乱
而
衣
蓐
を
裂
給
ふ
か
故
也
、
四
月
十
六
日
（
延
享
四
年
）
、
油
屋
五
兵
衛
殿
勧
に
よ
つ
て
小
船
町
の
仲
間
へ
加
入
、
五
月
六
日
（
延
享
四
年
）
　
　
、
母
大
山
よ
り
江
嶋
参
詣
、
助
八
を
供
と
し
、
神
田
の
八
兵
衛
・
お
た
き
等
副フ
、
こ
れ
哀
鬱
を
散
せ
ん
た
め
也
、
十
六
日
、
我
大
坂
（
延
享
四
年
五
月
）
へ
発
足
、
弥
市
を
供
と
し
木
曽
路
を
登ル
、
須
广
屋
に
滞
留
、
帰
路
大
和
よ
り
阿
保
越
し
て
参
宮
、
四
日
市
に
九
日
滞
留
し
て
七
月
廿
四
(
延
享
四
年)
日
、
江
戸
着
、
九
月
、
伊
皿
（
延
享
四
年
）
子
利
兵
衛
来
、
母
の
意
を
以
我
に
説
て
曰
、
夫
婦
ハ
人
倫
の
大
綱
也
、
曁
不
孝
ハ
後
な
き
を
大
な
り
と
す
と
、
我
止
を
不
得
、
許
諾
而
曰
、
若
我
た
め
に
妻
を
議
せ
は
、
其
閥
閲
の
高
、
資
産
の
多
ハ
必
無
用
也
、
須
貧
賤
を
ハ
厭
へ
か
ら
す
、
苟
も
其
気
質
を
択
て
、
敢
て
以
好
醜
に
拘
勿レ
、
十
月
、
大
坂
（
延
享
四
年
）
秋
多
下
直
也
、
塩
佐
・
岩
宇
買
付
来
、
伊
皿
子
に
て
明カ
に
金
百
両
借
用
、
十
一
月
、
源
（
延
享
四
年
）
兵
衛
媒
を
以
、
本
所
四
ッ
目
小
枩
屋
与
兵
衛
殿
娘
を
迎
へ
き
に
定
、
十
二
日
、
結
納
（
延
享
四
年
十
一
月
）
と
し
て
、
鯣
二
連
・
手
樽
に
酒
三
升
、
帯
代
金
五
百
疋
饋
之
、
廿
二
日
、
道
具
来
（
延
享
四
年
十
一
月
）
、
廿
三
日
、
黄
昏
妻
お
た
め
（
延
享
四
年
十
一
月
）
源
兵
衛
妻
と
共
に
歩
に
て
来
、
家
人
に
今
夜
の
婚
礼
を
不
知
も
の
有
、
勢
州
よ
り
男
子
出
生ヲ
告
来
、
伊
之
介
と
名
、
十
二
月
朔
日
（
延
享
四
年
）
、
置
酒
、
町
内
の
家
守
衆
を
招
、
二
日
、
置
酒
、
（
延
享
四
年
十
二
月
）
近
隣
を
饗
、
三
日
よ
り
母
（
延
享
四
年
十
二
月
）
ハ
雲
寺
へ
参
詣
、
知
嚴
尼
の
（
寮
）
に
宿
し
て
還
玉
ハ
す
、
臘
八
果
て
直
に
馬
喰
町
慈
源
尼
の
庵
に
御
泊
、
利
兵
衛
を
以
隠
居
可
被
成
の
旨
被
仰
に
よ
つ
て
、
来
春
と
願
と
も
旨
た
ま
ハ
す
、
俄
に
神
田
八
兵
衛
の
隣
家
へ
借
宅
、
十
六
日
に
御
移
、
（
延
享
四
年
十
二
月
）
蓋シ
以ル
に
孝
ハ
妻
子
に
衰
と
い
へ
る
語
あ
り
、
同
居
多
端
不
和
を
生
る
と
き
ハ
、
縦ヒ
姑
慈
に
し
て
婦
不
順
な
り
と
い
へ
と
も
、
悪
を
姑
に
帰
す
る
儔ラ
多
し
、
故
に
得
失
を
不
顧
し
て
疾ク
避
給
ふ
ハ
、
我
を
不
孝
に
陥
さ
ら
ん
の
御
慈
悲
也
、
自
是
し
て
兄ミ
の
看
病
を
妻
に
嘱
す
る
に
、
妻
敢
て
不
怠
服
褥
忍
を
用
濃カ
に
し
て
、
身ラ
膳
を
調
し
薬
を
煎
て
誠
心
を
尽
、
今
冬
不
商
に
し
て
金
逼
迫
也
、
大
晦
日
（
延
享
四
年
）
寝
刻
金
壱
両
も
無
、
延
享
五
戊
辰
年
正
月
、
竹
口
に
て
十
五
両
（
）
（
）
五
才
　
　
　
我
甥
也
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
二
七
七
月
十
八
日
寛
延
ト
改
元
借
て
伊
皿
子
の
借
を
償
、
五
日
、
始
て
我
（
延
享
五
年
正
月
）
本
所
へ
行
、
舅
姑
御
対
面
、
然
し
て
六
間
堀
の
七
左
衛
門
殿
へ
行キ
、
妻
の
姉
に
対
面
、
二
月
廿
八
日
（
延
享
五
年
）
、
妻
元
服
、
神
田
の
母
及
本
所
の
母
御
入
来
、
三
月
廿
六
日
（
延
享
五
年
）
、
橋
本
町
隠
居
家
釿
始
、
四
月
廿
九
日
（
延
享
五
年
）
、
御
移
徙
、
五
月
廿
一
日
（
延
享
五
年
）
、
朝
鮮
人
到
着
、
去
享
保
四
年
来
聘
の
砌
、
江
戸
入
覧
し
て
、
日
本
橋
に
て
燭
を
挙ケ
、
行
列
難
見
分
か
り
し
と
か
や
、
是
に
懲
て
母
妻
を
御
連
、
宵
よ
り
芝
板
屋
善
兵
衛
方
へ
御
出
、
六
月
十
（
延
享
五
年
）
三
日
、
朝
鮮
人
発
足
、
我
本
町
の
竹
口
の
地
面
へ
見
物
に
行
、
芝
居
の
芸
子
共
大
勢
来
居
、
其
頃
竹
口
文
蔵
専
金
を
遣フ
、
七
月
十
二
日
（
延
享
五
年
）
、
本
郷
に
て
御
年
賦
受
取
刻ミ
、
御
広
式
の
騒
動
ハ
、
浅
尾
と
い
ふ
女
、
浄
珠
院
様
を
毒
害
せ
ん
と
し
、
発
覚
て
ハ
レ
入
牢
す
る
也
、
其
後
日
夜
拷
問
せ
ら
れ
、
大
に
憑
れ
て
、
先
年
御
前
様
を
も
鴆
殺
す
と
白
状
、
五
刑
を
具
て
加
州
へ
送
之
、
大
を
獄
に
執シ
て
案
治
す
る
に
立ロ
に
罪
に
伏
而
曰
、
心
了
院
殿
と
心
を
合
、
勢
之
助
殿
を
代
に
立ン
か
た
め
、
先
に
大
應
院
様
を
も
毒
殺
畢
ぬ
、
今
又
殿
様
を
害
す
る
謀
、
已
に
備
れ
り
と
、
其
党
与
連
引
し
寛
延
元
戊
辰
八
月
廿
一
日
別
相
是
三
信
士
六
十
二
才雲
寺
俗
名
善
兵
衛
、
勢
州
四
日
市
産
、
神
田
橋
の
出
店
よ
り
帰
て
勤
、
倹
約
の
秋
に
し
て
常
に
酒
に
渇
す
、
然
ニ
我
妻
来
て
よ
り
老
て
好
を
憐
、
我
目
を
忍
て
飲
し
む
、
喜
限
り
な
か
り
き
、
て
座セ
ら
る
ゝ
者
百
余
人
、
悉
快
捕
て
棄
市
、
大
を
ハ
車
裂
而
、
三
族
を
夷
、
然
而
心
了
院
殿
・
勢
之
助
殿
加
州
へ
送
、
押
込
ら
れ
程
な
く
自
殺
、
八
月
、
伊
皿
（
寛
延
元
年
）
子
本
家
の
主
六
太
郎
死
、
困
茲
（
因
）
利
兵
衛
両
家
を
有ツ
て
六
兵
衛
と
改
、
妻
ハ
六
太
郎
か
叔
母
也
、
為
人
強
暴
に
し
て
夫
を
侮
蔑
す
る
法
を
超
た
り
、
六
兵
衛
憤
怒
に
不
堪
而
去ン
と
す
る
数
、タヒ
我
諫
之
曰
、
懐
を
寛
し
て
漸
に
喩
ハ
自
然
に
可
改
と
強
て
こ
れ
を
忍
し
む
、
然
に
悍
暴
滋
肆く
に
し
て
侮
辱
を
我
に
及シ
て
自
今
音
信
不
通
と
謂
、
我
許
諾
す
、
意アヽ
去
三
月
彼
か
娘
初
の
雛
の
と
き
我
饋
品
其
軽
微
な
り
き
、
是
吝
嗇
の
蔽
に
し
て
辜
ハ
我
に
有
、
九
月
、
本
郷
（
寛
延
元
年
）
御
出
入
の
者
共
御
用
勤ル
所
の
年
数
書
付
可
差
上
旨
被
仰
付
、
中
納
言
様
御
代
私
先
祖
伊
勢
屋
仁
兵
衛
義
、
鳥
御
用
相
勤
候
所
、
鳥
商
売
御
停
止
ニ
付
、
宝
永
二
年
祖
父
義
伊
勢
屋
伊
兵
衛
と
相
改
、
干
肴
御
用
相
勤
申
候
、
先
祖
仁
兵
衛
以
来
凡
百
年
余
ニ
罷
成
候
、
以
上
、寛
延
元
年
辰
九
月
　
　
　
伊
勢
屋伊
兵
衛
印
十
月
、
本
（
寛
延
元
年
）
郷
乾
物
御
用
、
是
迄
ハ
山
科
屋
清
九
郎
名
目
に
て
勤
来
と
こ
ろ
に
、
今
度
清
九
郎
死
す
る
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文
学
部
紀
要
　
第
五
十
五
号
二
八
に
依
て
、
我
名
目
に
願
て
日
々
に
本
郷
へ
通
ひ
、
役
人
に
諂
、
或
伊
藤
承
来
を
頼
而
甚
労
心
、
閏
十
月
（
寛
延
元
年
）
、
吹
上
御
殿
に
て
お
簾
立
身
、
御
祐
筆
に
被
仰
付
、
十
二
月
（
寛
延
元
年
）
廿
七
日
、
津
国
屋
・
永
楽
屋
と
議
て
銘
々
願
書
差
上
而
御
目
見
の
願
を
為
、
伯
母
の
喪
に
居
て
不
慎
と
謂
ツ
へ
し
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
代
々
様
御
用
無
恙
相
勤
難
有
奉
存
候
、
私
御
用
方
之
儀
ハ
、
中
納
言
様
御
代
鳥
御
用
相
勤
候
所
、
鳥
商
売
御
停
止
ニ
付
、
宝
永
二
年
干
肴
御
用
被
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
先
祖
鳥
御
用
相
勤
候
よ
り
私
迄
ハ
凡
百
年
余
ニ
罷
成
候
、
祖
父
相
勤
候
干
肴
御
用
之
義
ハ
今
年
迄
（
寛
延
元
年
）
四
十
四
年
無
滞
相
勤
難
有
奉
存
候
、
依
之
乍
恐
御
通
懸
之
御
目
見
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
年
久
敷
御
太
切
（
大
）
之
御
用
相
勤
候
儀
ニ
御
座
候
間
、
為
冥
加
右
奉
願
候
通
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
有
奉
存
候
、
以
上
、
辰
　
　
　
（
寛
延
元
年
）
伊
勢
屋
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛
印
御
台
所
右
御
奉
行
衆
迄
御
達
し
な
さ
れ
、
又
時
節
も
可
有
よ
し
に
て
願
書
下
ル
、
寛
延
二
己
巳
年
正
月
、
本
郷
御
買
合
御
用
又
万
代
屋
へ
被
仰
付
、
当
春
世
（
寛
延
二
年
）.
間
火
災
僂々
あ
り
、
由
是
恒
に
兄
を
衛
て
火
を
避
術
の
ミ
也
、
噫
兄ミ
の
病
一
朝
一
夕
の
故
に
あ
ら
す
、
仮
令
神
医
あ
り
と
も
今
斯
を
如
何ン
、
髪
を
被
て
言
独
笑
、
婢
僕
も
厭
之
、
唯
妻
敢
て
不
怖
、
病
に
侍
て
心
身
を
労
す
る
我
に
勝
れ
り
、
嘗
て
其
御
心
に
不
悖
、
忤
而
浸
に
狎
睦
、
御
髪
を
詰
、
御
髭
を
剃
、
汚
穢
身ラ
浣
漱
而
仏
神
を
祷
深
切
也
、
蓋
一
日
雑
司
谷
の
鬼
子
母
神
へ
跣
に
て
百
度
参
を
な
す
、
我
後
に
聞
之
、
覆
て
詰
之
、
斯
我
少
壮
よ
り
宋
儒
の
理
学
を
聞
過
蔽
ツ
ノ
也
、
其
後
妻
我
に
仏
神
誣
へ
か
ら
さ
る
を
諫
而
、
我
志
の
不
従
を
見
て
ハ
敬
而
不
違
、
又
時
々
幾ク
に
説
、
茲
を
以
我
暁
て
信
心
を
発
て
、
妻
と
偕
に
始
て
観
音
経
を
誦
習
、
二
月
十
二
日
（
寛
延
二
年
）
、
葛
西
半
田
稲
荷
大
明
神
参
詣
、
去
冬
（
寛
延
元
年
）
乾
物
御
用
を
我
名
目
に
被
仰
付
願
解ホ
也
、
妻
及
伯
理
・
利
兵
衛
・
与
兵
衛
等
同
道
、
廿
二
日
、
加
州
（
寛
延
二
年
二
月
）
よ
り
加
三
郎
様
御
着
、
上
総
之
輔
寛
延
元
年
戊
辰
十
一
月
五
日
一
妙
院
受
日
持
信
女
　
　
　
勢
州
追
分
泊
村
綟
子
屋
九
郎
兵
衛
殿
妻
七
十
三
歳
　
　
　
　
　
　
我
伯
母
也
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江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
二
九
に
被
為
成
、
四
月
、
殿
様
（
寛
延
二
年
）
御
病
気
に
依
而
御
発
駕
延
引
、
廿
五
日
、
長
（
寛
延
二
年
四
月
）
吉
勢
州
発
足
、
父
長
四
郎
殿
病
気
故
也
、
五
月
十
七
日
（
寛
延
二
年
）
、
母
の
廿
三
回
忌
法
事
、
我
大
坂
へ
登
た
め
執
越
て
勤
、
六
月
六
日
（
寛
延
二
年
）
、
我
発
足
、
江
の
嶋
ま
て
与
兵
衛
同
道
而
其
後
雇
供
一
人
連
、
十
七
日
、
大
坂
（
寛
延
二
年
六
月
）
須
广
屋
（
磨
）
着
、
廿
六
日
、
有
馬
（
寛
延
二
年
六
月
）
へ
入
湯
、
七
月
八
日
、
大
坂
（
寛
延
二
年
）
へ
還
、
相
場
高
而
不
調
、
十
二
日
ニ
大
坂
（
寛
延
二
年
七
月
）
発
足
、
十
五
日
ニ
（
寛
延
二
年
七
月
）
四
日
市
へ
着
、
武
助
殿
・
伊
右
衛
門
同
道
而
十
八
日
、
昼
乗
船
（
寛
延
二
年
七
月
）
、
廿
四
日
箱
根
（
寛
延
二
年
七
月
）
を
越
、
畑
の
宿
の
下
ニ
而
江
戸
よ
り
の
迎
久
八
に
遭イ
、
兄
の
病
危
を
聴
、
恐
驚
而
速
に
馳
、
其
夜
亥
刻
大
磯
の
駅
に
到
、
翌
廿
五
日
、
帰
着
（
寛
延
二
年
七
月
）
而
伺
に
、
形
気
倶
に
虚
、
家
挙
コ
ソ
ツ　
テ
徨
、
粥
・
薬
不
下
、
諸
医
手
を
措
、
旬
日
に
し
て
斃
給
ふ
、
我
不
悌
な
り
と
い
へ
と
も
襁
褓
の
中
よ
り
嬉
戯
翫
弄
を
共
に
し
、
成
童
に
し
て
同
学
倶
に
誦
、
局
に
対
て
道テ
を
爭
ひ
、
稍ク
長
て
家
業
を
議
し
、
事
に
任シ
て
疑
れ
す
、
言
聞
れ
、
謀
用
ら
れ
、
須
更
（
臾
）
傍
を
不
去レ
道
を
論シ
、
親
和
而
恩
沢
身
に
余
り
、
竟
に
叱
罵
を
不ル
蒙
、
骨
肉
同
胞
安ソ
悼
惜
寡
か
ら
ん
、
良
に
兄ミ
の
為
人
端
正
に
し
て
威
容
あ
り
、
聡
敏
に
し
て
技
芸
多シ
、
人
と
交
て
篤
敬
也
、
由テ
此ニ
御
屋
敷
方
の
役
人
衆
推
轂
荷
膽
（
荷
担
）
多
而
、
本
郷
の
乾
物
御
用
及
神
田
・
廣
尾
の
生
肴
御
用
、
是
皆
兄ミ
の
方
寸
に
出
て
永ク
贏
利
を
獲
た
り
、
就
中
廃リ
果
た
る
年
賦
金
千
両
を
願
、
飜カ
而
請
取
給
ふ
、
是
莫
大
の
勲
功
に
あ
ら
す
や
、
其
余
の
功
労
計
に
遑
あ
ら
す
、
斯
を
以
鑒ル
に
兄ミ
の
才
略
尋
常
の
及
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
、
悪ン
す
（
そ
）
妻
子
の
死
別
き
に
感
て
身
を
喪
給
ハ
ん
や
、
夫
敢
て
惟ル
に
、
兄ミ
ハ
家
の
長
子
に
し
て
父
母
の
貴
寵
、
家
内
の
尊
敬
、
他
人
の
用ヒ
尤
殊
也
、
是
惰
慢
の
漸
に
あ
ら
す
や
、
且
幼
少
よ
り
父
の
任
に
代
而
屋
敷
の
勤
、
日
々
の
参
会
・
交
游
ハ
咸ナ
豪
冨
、
是
驕
傲
の
積
に
あ
ら
す
や
、
然
に
清
兵
衛
か
因
幡
の
失
計
よ
り
家
業
追
日
衰
微シ
、
資
財
逐
年
匱
乏ス
、
此
時
に
方ア
て
心
を
附
、
身
を
屈メ
、
節
を
折
て
駑
力
を
竭
、
筋
骨
を
苦
、
家
を
再
興
す
る
知
給
ハ
さ
る
に
非
、
唯
恐
ハ
面リ
父
母
の
遺
體
を
辱
而
其
成
功
曠
日
遠
久
な
る
を
、
然
而
左
丘
明
か
恥
と
こ
ろ
を
恥
、
子
路
か
不
恥
を
も
恥
給
ふ
ハ
、
苟
も
少
ふ
よ
り
洋
々
乎
蕩
々
乎
と
し
て
長リ
玉
ふ
所
以
に
し
て
、
斯
乃シ
病
の
根
源
也
、
子
孫
寛
延
三
己
巳
年
八
月
七
日
俗
名
　
　
　
高
津
氏
有
道
巨
寛
信
士
　
　
　
　
伊
勢
屋
伊
兵
衛
佐
敬
三
十
八
歳
　
　
　
　
　
我
兄
也
　
　
　
雲
寺
葬
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候
、
為
後
日
仍
而
如
件
、
小
舟
町
三
丁
目
家
主
文
政
二
卯
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
右
衛
門
名
主
　
　
　
太
郎
兵
衛
川
船
此
訳
者
古
船
ヲ
外
江
譲
り
候
証
文
下
書
也
、
此
上
者
去
九
月
中
古
船
大
工
傳
次
郎
江
此
度
伝
次
郎
外
江
売
渡
、
依
而
又
候
証
文
上
ル
、
名
主
札
も
弐
度
之
渡
（
マ
マ
）
シ
候
と
も
新
造
極
印
等
之
節
売
渡
届
書
も
其
節
一
所
ニ
可
致
、
〈
梗
　
概
〉
こ
れ
は
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
で
あ
る
。
記
録
の
名
称
は
『
追
遠
訓
』
と
い
う
。
こ
の
記
録
は
一
種
の
家
訓
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
録
し
た
人
物
は
高
津
伊
兵
衛
幸
通
と
い
う
。
こ
の
人
物
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
生
き
た
鰹
節
商
人
で
あ
る
。
前
回
は
上
編
と
し
て
『
追
遠
訓
』
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
翻
刻
し
た
。
今
回
は
、
残
り
の
部
分
を
下
編
と
し
て
翻
刻
し
た
。
文
学
部
紀
要
　
第
五
十
五
号
三
〇
念ハ
之
哉
、
念
之
哉
、
去ル
庚
申
の
（
元
文
五
年
）
十
月
朔
日
、
我
を
二
階
へ
召
て
曰ノ
、
予
多
病
也
、
此
家
を
汝
に
嘱
す
、
汝
慎
て
先
人
を
辱
な
か
れ
、
夫レ
屋
敷
の
御
用
に
は
変
化
あ
り
、
須ク
見
世
商
を
肝
要
と
す
へ
し
、
然
則
汝
か
性
質
独
立
せ
ん
難シ
、
必
輔
佐
の
人
を
択
て
こ
れ
に
利
を
与
へ
翼
と
せ
よ
と
、
我
泣
て
曰
、
何
為
此
言
を
な
し
給
ふ
、
公
屋
敷
を
御
勉
、
僕
見
世
を
守
ハ
中
興
踵
を
旋
へ
か
ら
す
、
冀
ハ
酒
を
禁
て
貴
躰
を
保
玉
へ
、
其
御
答
を
不
及
而
癲
倒
悶
絶
而
病
床
に
臥
玉
ふ
、
於
茲ニ
為ン
か
た
な
く
利
兵
衛
給
金
を
増
倍
し
て
、
こ
れ
と
議
て
、
先
見
世
の
商
を
励
、
家
法
を
改
、
費
を
斥
、
厥
后
甚
兵
衛
・
弥
兵
衛
を
腹
心
耳
目
と
な
し
て
財
産
漸
畜
長
す
る
、
是
全ク
兄ミ
の
遺
教
の
な
さ
し
む
る
所
也
、
追
遠
訓
巻
之
上
終
（
挟
紙
）差
上
申
船
書
替
証
文
之
事
一
　
御
年
貢
長
銭
四
百
文
　
　
但
大
船
壱
艘
右
者
小
舟
丁
壱
丁
目
家
主
四
郎
右
衛
門
所
持
仕
候
持
船
ニ
御
座
候
御
極
印
三
ケ
所
付
候
侭
、
本
多
主
税
様
御
組
田
中
熊
次
郎
殿
へ
売
渡
シ
申
候
、
御
帳
面
御
書
替
被
遊
可
被
下
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The Record of a Merchant Family in Edo Nihonbashi:
“Tsuienkun” by ISEYA Ihei Yukimiti (2)
SAWATO Hirosato, CHIKUGO Nori, YASUDA Hiroko,
FUKUJU Shino, TAKAGI Tomomi and KUSAKAI Hana  
Abstract
This is a record of the Edo Nihonbashi merchant. The name of the record says “Tsuienkun”
〈追遠訓〉. This record is a kind of family precepts. The person who recorded this says an author-
ity of ISEYA Ihei Yukimichi. This person is the dried bonito merchant who lived in the days of
Edo in the latter period. I did reprint about a part as a first volume last time in the first half of
“追遠訓”. I did reprint of a remaining part as bottom this time.
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